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1.は じめに
学校における心理臨床と教育は重なる部分は
少なくないが、お互いにはかなり異なった目的
と方法論をもっている。氏原の言葉を引用 しよ
う。「教育と心理臨床には重なる部分が少 なく
ない。それは心理臨床 と医療の場合 とおなじで
ある。しかしここでも同様に、基本的な方向性
が異なる。心理臨床は、クライエントの内的な、
とい うことは心理的なつまず きに働 きかけて、
それを元にもどそうとする試みである。教育は、
そうしたつまず きが最大限に癒された後 なお
現実適応に必要な知識や技能を外から授けよう
とする営みなのである」 と。初心者の研修や大
学院生の実習を担当していて、このテーマの重
要性をますます感 じている。
臨床心理専攻の大学院では、授業の一環とし
て学校現場での実習を課 しているが、初心者で
ある院生は現場において最初から臨床心理士 と
おなじ動きはできず、かといって相談できる臨
床心理士がいる現場は少なく、なおかつ学校 は
ただでさえ難しいケースに関わりを求めている
ので日々があ り、 トラブルを生じてはその対応
に追われている。大学側としては、調整やスー
パーヴィジョンを含む指導の強化が避けられな
い。それでも院生は手探 り状態から抜け出るこ
とはできにくいし、教官自体がどれだけ学校 と
いう現場をわかって指導しているか、心 もとな
い状況である。スクールカウンセラーが どのよ
うに仕事をするのかに対 して、院生にはモデル
がないままに現場に出ていることが致命的であ
ると言わざるを得ない。
筆者は、現在施行されているスクールカウン
セラー事業システムの範囲内でより有機的にか
つ機動性を発揮できるアイディアはないかと模
索 してきた。そして院生が臨床心理実習で学校
現場へ出てい くことに関わって、ひとつのヒン
トを得た。
コ ・ワークシステムの特徴は、スクールカウ
ンセラーである大学教官 と大学院生、研修員が
実習生、臨床心理研修員 として参加 し、複数で
学校に対する支援 を行 うところにある。それぞ
れの個性 を活かしなが ら、役割分担をしてダイ
ナミックに機能的にまた総合的に対応してい く
ことが有効な場合があると考えられる。管理職
を含む教師や保護者、外部機関との連携やコー
ディネー トとスーパーヴィジョンを経験者であ
るスクールカウンセラーが担当し、生徒の相談
を実習生 と研修員がカウンセラーとして対応 し
た。研修員であった下田は次のように述べてい
る。「経験がす くない実習生や研修員にとって
は毎回 「事件発生」と表現しても過言ではない
くらいに慌てふため くようなことが起こる。そ
んななか、適宜スクールカウンセラーからリア
ルタイムで指導をうけることが可能な体制はわ
れわれをパニ ックから救って くれた。また、実
習生、研修員が生徒の保護者よりも一回り前後
年齢が若 く、生徒よりも一回 り前後年齢が上の
男性 と女性の組み合わせで参加 したことは、生
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徒にとって近づ きやすい存在としてかんじられ
たようである。かかわりの中で、生徒たちの父
親的母親的役割を演 じることがおおかった。ま
た、カウンセラーが複数存在することで、生徒
自身が 自分の相性や好み、相談内容によってカ
ウンセラーを選ぶことができ、時には使い分け
ていた。」現在のようなひとりのスクールカウ
ンセラーが学校側に教育委員会によって派遣さ
れる体制ではできない生徒 自身によるカウンセ
ラーの選択がコ ・ワークシステムでは可能にな
るというメリットが発見された。
このような視点で試みたい旨を教育委員会に
申し出たが、文部科学省の事業の枠内ではまっ
た くうけいれ られなかったが、地方都市Yの教
育委員会で筆者の趣旨に賛同を得 ることがで
き、市担のスクールカウンセラー派遣校に筆者
がスクールカウンセラーとして出向し、筆者が
学校に居る時間帯に限って院生の実習が実施さ
れるシステムを導入することができた。実習生
は、相談者の同意の得 られた場合に限って筆者
の面接の陪席、研究会への参加、先生方との交
渉などを体験 し、休み時間などに相談室を訪れ
る生徒たちに対応すること、要請があれば個人
カウンセリングや箱庭、グループ、プレイセラ
ピーなど意欲的に挑戦すること、ひまな時は学
校のなかを何かをしようとせずに歩 きまわるこ
と、担任の先生などとの談笑などを主な実習内
容として設定 した。一日の終了後スーパーヴィ
ジョンをするが、院生たちは、緊張しながらも
学校 という場に徐々になじみ、いろいろな刺激
を受け、そして次第に学校の雰囲気や子どもた
ちの様子を理解 し、なにをすればいいか、なに
ができるかをからだと心で理解するようになっ
てくる。
臨床心理士養成の大学院において必須科目で
ある 「臨床心理実習」を有効に活用 し、かつス
クールカウンセリングの質を高める現実的方法
として、「コ ・ワーク」システムを提唱し、実
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践データを蓄積 していきたい と考えている。
2.学 校 心理 臨床 の 「コ ・ワー ク」 シス
テムの実 際
現在あらゆる教育現場で深刻化 している現象
をひとことでいうなら 「関係の断絶」である。
関係の断絶は、学校現場のあらゆる人間関係で
生じている。すなわち、生徒 と生徒、生徒 と教
師、保護者 と教師、教師と教師、管理職と教師、
保護者と保護者、学校と学校、地域 と学校、地
域と保護者、などすべての人間関係に及んでい
る現実を否定できるひとはいないであろう。
学校現場でスクールカウンセラーに求められ
ているのは、この壊れた関係の再構築である。
しかしスクールカウンセラ`.は一校 に一人が週
1回配属されているのが一般的なシステムなの
で、一人のスクールカウンセラーが上記のよう
な関係の断絶をすべて修復することは、できな
いとはいえないまでも、効果的に寄与す るに
は、相当の専門性 と機動性を発揮する必要性が
でてきている。これができるスクールカウンセ
ラーには相当の実力と体験が蓄積されていなけ
ればならないが、現実にそれが可能なスクール
カウンセラーの数は限られている。体力的にも
その他の理由からも初心者がかなり多い現状で
あり、院生のスーパーヴァイザーの役割を担う
ほどの余裕はない。教育実習が効果を挙げてい
るのは、先生がモデルとして存在しているだけ
ではなく、リアルタイムでスーパーヴィジョン
をうけることができるのでセンスが育つか らで
ある。
臨床心理士 を養成する大学院の増加 により、
学校現場で実習する院生は増加する。そ して実
習生 といえども現場に入った以上、臨床心理士
としての専門性が要求される。実習生は優秀な
指導者がいると、その指導のもとに、それ相応
の貢献ができるが、指導者がいないとできない
ことのほうが目立つのは避けようがない。大学
としては、指導を現場 の臨床心理士であるス
クールカウンセラーに任せたいのだが、院生 と
スクールカウンセラーとの時間やカリキュラム
との関係でなかなか現実でのマッチングがむず
かしい。また、現状 としては、院生を指導する
ほどの実力をスクールカウンセラーに求めるの
も難しいし、忙 しいスクールカウンセラーにそ
こまで要求できない。そこで、数年前から筆者
は現実的必要性か ら筆者 とともに実習するこ
と、そのスーパーヴィジョンを現場で実施する
という形で有機的に連関させ、かつますます複
雑化するスクールカウンセリングの内容を少し
でも深 く広 くこなすために、院生の持つ若さと
エネルギー、情熱を発揮 させることを模索 し、
それなりの効果があることを体験してきた。こ
れを名づけて学校心理臨床の 「コ ・ワーク」シ
ステムと命名 した。
前述 したように、関係の断絶の修復 には種々
の局面 と方法が考えられ、これまでに実習生が
家庭訪問による本人へのアプローチを行い、同
時並行 して筆者が実習生のスーパーヴィジョ
ン、親のカウンセリング、担任のコンサルテー
ションを行うや りかたが有効であることを事例
研究のかたちで報告した(こ の事例はすでに公
刊されている)。また院生が中学から小学校へ
出向いてプレイセラピーを実施し、症状が消失
し学級に適応できるに至った事例 を体験 してき
た。また相談室が有効に機能すればするほど利
用者が増え、多忙 を極めることになるのが普通
である。最近はグループで相談室に来る生徒た
ちが多 く、一室では対応がしきれないので、複
数の実習生がその個性に応 じて関わることに
よって同時に2～3グ ループに対応で きるこ
と、また一人のスクールカウンセラーでは難 し
い対立す るグループにそれぞれ別のカウンセ
ラーが対応できることなどをクリアーできない
か と考え、 さまざまな取 り組みを実施 して き
た。
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3.シ ステ ムの構 築
(1)相談室の開設と広報
相談室は、各学校の実情に応 じて適宜用意さ
れるので、レイアウト等はそれに相応 しいもの
を工夫する。A中 学で設定された相談室は、校
舎一階のすみにある空き教室であった。職員室
や教室からははなれた位置にあり、 自転車置き
場に面 している。物置として使用されていたの
で、まずものを移 し、くもの巣をとり、はき掃
除拭き掃除をすることから始めた。約1ヶ 月を
費や したが、大学から箱庭を運び込み、先生の
協力で自宅で存在を忘れられていた非常にた く
さんのぬいぐるみが住人 となった。徐々に遊具
が増 え、不要となった道場の畳が生徒たちに
よって運び込まれた。グループが増え、相談が
増えるという現実に応 じておおきな教室大の部
屋が3つ に分け られた。 カーテンやロッカー、
パネルで間仕切 りが作 られた。
廊下にパネルを置き、そこに開室の知らせや
予定表を掲げ、一 日の相談予定を記入し、開い
ている時間枠に生徒が予約をするシステムとし
た。生徒、保護者にたい して多色刷 りの広報の
プリントを工夫 した。
愛称を 「トトロの部屋」とし、カウンセラー
はトトロのネームカー ドをつけた。子 どもたち
の心にメッセージを届けようと苦心 したもので
あったが、最初には重要な情報の提供であった
と思われる。
夏休みがあけて最初に出勤した時、廊下のつ
きあたりの壁いっぱいにトトロが描かれていた
のである。何 日もかかって美術部の生徒が作成
したという。遠 くからも見えて、 トトロがやさ
しく誘っているように見える力作である。また、
用務員さんは毎朝お花を飾ることを楽 しみにさ
れるようになり、倉庫に眠っていたソファーら
しき椅子やダンボールのテーブルが面接セッ ト
となった。
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(2)相談のシステム
契約は週1回 、4時 間であったが、実習生の
熱意で朝8時 か ら夕方6時 ごろまでの在室 と
なった。広報をかねて相談室を昼休み時間に開
放 したところ、次々にこどもたちが現れるよう
になった。子どもたちは好奇心旺盛で、若 くて
エネルギーがあ り、歳の差が小 さい院生たちに
親 しみを もって近づいてい く。「あんた誰?
何 しにきてるんや」そして、ホームルームの乗
りでわいわい と騒いで去ってい く。この活動が
どんな意味があるのかと不審に思われるかもし
れないが、実はこの段階がスクールカウンセリ
ングの重要なプロセスであることを忘れてはな
らない。彼 らは相談室、院生、カウンセラーを
値踏み しているのであり、我々はここで値踏み
されているのである。だか ら言葉にな らないレ
ベルのメッセージを送っていなければ仕事をし
たとはいえない。メッセージを受け止め、相談
しようという生徒は必ず 「自発的に」訪れる。
人間関係の未熟な生徒たちがわいわいがやがや
と群れることができるだけで もいいのである。
生徒たちだけではできないような、カウンセラー
がいるか らで きる関係は、 まさにセラピュー
ティックな意味深い体験であるといえる。 この
ような場で院生たちはわれわれにもましてエネ
ルギッシュで意味ある力を発揮 し、セラピュー
ティックな関わりの トレーニングの場 となって
いるのである。
結局朝、昼、休み時間は開放することとした。
前述したように生徒はカウンセリングを予約す
るかどうか、 どのカウンセラーに依頼するかを
考え、選別す ることが可能になったようであ
り、カウンセラーにはカウンセリングの必要性
を判断するインテークの意味があった。授業時
間は原則として閉室 とし、相談が申し込まれた
場合、必要であると判断した場合はカー ドに本
人が書 き込み、カウンセラーが担任に届けてか
ら相談を開始 した。済んだら授業に帰ったこと
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を確認して担任 にその旨を届けるという手続 き
をとった。放課後は個人カウンセリング予約で
ほとんど満杯 となるが、空いている場合は柔軟
にグループ対応をし、その日のスーパーヴジョ
ンを行って一日が終わる。
学校という場で起こることのすべてが守備範
囲であること、展開される事象のすべてが意味
あることとして受け止めながら自分にできるこ
とは何か と常に自分に問いながら活動すること
が、カウンセラーとしての自己成長に繋がるの
である。院生に 「できること」は全体の流れの
中で見えてくる。自分だけではなく、グループ
で検討するので効果的であるようであるが、自
己開示が求められるので真剣勝負の雰囲気がた
だよう。同じ事をしても効果やプロセスは、人
によってまったく異なる事実は周知のことであ
る。
(3)学校とのコ ・ワーク
スクールカウンセラーは、専門家 として身に
つけているノウハウを 「学校」 という現場へで
かけていって活かす仕事である。「出先機関」
での活動は、まず受け入れられるような努力が
必要である。最初に苦慮するのは例外な く、こ
のことである。教師間のダイナミズム、校長先
生の基本的スタンス、教育の姿勢などは、必ず
しも知っていなくてもいいのかもしれないと思
われるが、知 らないことによって誤解やい らな
い不安をいだくことがあるので、担当する学校
の状況 をカウ ンセラーはよく理解 しておきた
い。ある中学校で筆者は一見手厚 く扱われ、毎
回校長や担当の先生 と打ち合わせをしてやって
いたのだが、「とくに大きな問題 はありません
ので」 といわれていた。様子をみているととな
りの生徒指導の部屋から聞こえてくる叱責の声
や保健室の怪我のようすなどを見て、校長先生
に、問題がないのではないはずなのになぜなの
か、学校のあるがままの状態を教えてほしいこ
と、そうでないといい仕事をしたくてもできな
くて残念なこと、共に考えるチャンスを作って
ほしいことなどなどを率直にぶつけたこともあ
る。分掌の体制についても担当の先生の個性に
ついても、それを嘆いているだけでなく、ある
がままに認めたうえで対応 していく積極性 とす
べてに肯定的な態度が信用を得てい く基本では
ないかと思っている。学校の問題だと責めてい
るうちは信用を得ることが難 しい。また、カウ
ンセラー自身の人間関係能力の限界をさらけ出
されてくるような恥ずか しさを感 じることも体
験する。「悪者さが し」をしないというのは心
理療法の常識であるが、スクールカウンセリン
グにおいても同様で、 とくに先生や管理職を悪
者にしてはいけない。さきに述べたように教育
と心理臨床は共通点 もあるが、目的も手法も異
なる。棲み分けがで きることをわかってもらえ
るように努力 しなければならない。
しか し、問題の とらえかたが、学校側 とわれ
われ とでちがった ものであるためにトラブルが
生 じていることも事実である。そのようなずれ
や問題性を感 じた ら、率直にそのことを認め、
実現可能なかたちで隙間を埋める努力をし、誤
解を解 くように努力 したい。そのためにも学校
という組織をよく理解 しておきたい。たとえば、
守秘義務を盾にケースの報告を拒否されて困っ
た校長先生から相談を受けて、そのスクールカ
ウンセラーに責任の主体についての指導をした
ことがあるが、これも学校でのことは校長先生
が全てのことに責任をもっていることの認識が
抜けていたことによる。棲み分けは子どもをめ
ぐる トラブルだけではない。
相談担当の教員が直接カウンセラーとの調整
にあた り、必要な学校情報を与えてもらえるの
で、この先生との人間的良い関係が構築 されて
いるとすべてがスムーズに進行するように思わ
れる。校長、教頭、学年主任、各担任の先生、
養護教諭との関係は適切に判断しながら進める
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ことが大切である。年配のカウンセラー(筆者)
よりもかえって院生 との くつろいだ関係が好評
で、さまざまな問題がそこで語られていたよう
である。相談室は先生たちにとっても心の癒 さ
れる空間として活用されていたようである。し
かし、なかには気軽過ぎて突然 ドアを開けて入
室 し、生徒を引っ張っていこうとする先生もあ
り、一緒 にボール遊びに加わる先生もいれば、
がやがやばたばたすることがカウンセリングな
のかと抗議される先生もいて、これらのすべて
が関係の再構築のチャンスになっているとの姿
勢でがんばることになる。さまざまな人間模様
が展開することこそ、コ ・ワークの始まりであ
る。
4.コ ・ワー クシステ ムの実際
以下、実際に生徒たちと関わった院生たちの
報告をとおして、コ ・ワークの実際を考察 して
いきたい。
(1)グループで来室する女子生徒
A子はある日の朝11時頃昇降口でのろのろと
上靴とはきかえながらふうっと遠 くを見るよう
な視線をドアの外に投げていた。なにかをため
らっている様子を筆者は感 じたので、数分後に
もう一度昇降口にもどってみるとA子が同じ場
所で外靴に履 き替えようとしていたので、 トト
ロの部屋に誘い、いっしょに歩いていった。そ
の間ふたりとも無言であったが、入室すると実
習生のSを交えて、お父さんが10時ごろ朝帰 り
をしてきてA子が眠っているのを見咎めて布団
をはぎ、頬をひっぱたかれたと話し出した。そ
の後、Sと の関係ができたようだったので、筆
者 は別室でのカウンセリングにもどっていっ
た。
その後は断続的な不登校をくりかえしながら
も登校 した日は誰かを伴ってほとんど毎 日顔 を
出すようになり、雑談のなかで家庭のことやク
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ラブでの友人関係の トラブル、担任の先生 とな
かなか話せな くて進学のことも決めかねている
ことなどを語るようになった。
Sとの個人 カウンセリングを予約するなか
で、進学の問題が浮上 した。相談室の開室日だ
け登校していることがわか り、Sと ともに担任
の先生にA子のことで協力 し合える関係 を意図
的に構築 し、すこしずつ話 し合えるようになっ
ていった。A子 は担任の先生を避けていた。担
任か ら、得意な運動クラブの種 目で推薦できる
のだが、A子 に気持ちを聞いてほしいとの依頼
があった。筆者はSの スーパーヴィジョンのな
かで、 しばらく時間をかけてA子 との関係の深
まりがで きれば必ずA子 は自分で対処するよう
になるであろうこと、担任には、A子 が決意 し
なければならないぎりぎりの時点まで待っても
らうように依頼するように助言 した。Sは カウ
ンセリングのなかでA子 が担任に自分の意思を
伝えたいと決意した時点で担任に連絡 した。見
学や実習などがあったらしいが残念なが ら不合
格であった。 しかしA子はそのことでむしろ成
長したようであった。そしてある日あたらしい
C子を連れてきた。彼女は不登校でほとんど学
校 にきていなかった生徒で先生たちもびっくり
している様子であった。A子は自分の体験から、
C子を トトロの部屋 にどうして も連れてきた
かったのである。その後は続かなかったが、A
子にとってはSに対する気持ちの表現であると
いう意味があった。筆者はある日、保健室で短
い標語や詩の書かれたカラーカー ドが ドアいっ
ぱいに掲示してあるのを発見した。それが養護
教諭とA子たちのグループで作成したものであ
り、恋愛バージョンと友人バージョンに分かれ
ていることがわかったので、相談室でそのこと
を話す と、さらに盛 り上がって相談室にもコー
ナーができた。それだけにとどまらず廊下や ト
イレ、玄関などにラミネー ト加工された墨書き
のがたくさん並ぶようになった。これらをカウ
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ンセラーが写真にとって手づ くりでアルバムに
構成 し、卒業式にプレゼントした。彼女たちが
大喜びしたのはいうまでもない。
女子は一人で来るよりも何人かで来ることが
多い。友人関係、恋愛関係の相談を中心 に、家
族のことや勉強のこと、部活のことや将来につ
いて、結構本音で話 している。彼女たちは関心
のある話題を真剣に話せる大人を求めている。
ごまかしは彼女たちには通用せず、おとなには
他愛のない、 くだらないことと思われることも
彼女たちにとっては大事な人生の話なのであ
る。言語表現がしにくい場合は絵にかいたり、
詩をかいたり、箱庭で表現 したりする。 どうに
もならない気持ちがぬいぐるみたちに向けられ
ることもある。ぼろぼろにされたぬいぐるみた
ちは次回までにカウンセラーたちによって元通
りに手当てをするが、なかには一緒に手当てを
する生徒 もいる。
カウンセラーが気づ くと足やからだに触れて
いる生徒がいた り、カウンセラーに攻撃的に振
舞う生徒がいた りして、不安定な思春期女子の
心理がこのような表現になっていることを教え
られる。相談室だか らグループのメンバー同士
で喧嘩ができた り、別のグループとの交流がで
きたりする。 しか し、ひとつのグループが相談
室にいると他のグループははいれないと訴え、
カウンセラーにその解決を任せようとする依存
的なグループもある。
いずれにしても思春期の女子は 「群れる」 こ
とを学習 し、成長する。 目立ったり、一人行動
をしたり、異性 とのつ き合いに早 くか ら走るこ
とは危険であるので、 このようなグループ行動
をする女子生徒たちにとって、丁寧につ きあい
ながらごまかさない大人がいる相談室は貴重な
場所である。
下田は次のように述べている。「女子生徒の
恋愛相談では、彼女たちの 『無防備 さ』が目立
ち、もっと自分自身を大切 にしてほしいと願う
のだが、彼女たちには 『自分を大切にする』 と
いうことの意味が伝わ らないようである。これ
までに親や周 りの大人たちから十分な愛情を与
えられなかったと考えれば、彼女たちの無防備
さが理解できるのか もしれない。『自分は大切
に思われている』 ということが自分の体験 とし
て確かでなければ、い くら言葉で 『大切にせよ』
といわれてもその意味を理解することは不可能
であろう」
(2)身体攻撃を繰 り返す女子生徒
C子はいつももう一人の女子生徒 といっしょ
にやって くる。授業時間のあいだの休み時間の
10分間、昼休みの25分、放課後の30分に最初の
来室者になろうと焦るようにしてかかさず来室
し、意識的無意識的に場 を独占してプレイをく
り広げる。他の生徒が多数来室するとダイナミ
ズムが微妙 に変化 し、カウンセラーは緊張す
る。そして男性カウンセラーのMに手加減 しな
い蹴 りを連発 し、痛 くてもどう対処 していいか
わからずと惑いながらやめてくれと叫んでもよ
けいに面白がって蹴 り上げてくる。他のカウン
セラーにはしないところをみるとMをターゲ ッ
トにしている。
4、5人で教師のものまねをした り、アヒル
のコマーシャルを再現したりしてもいるが、Mに
は容赦 しない弁慶の泣 き所への蹴 りが続いた。
下校時に 「まだお弁当食べてない」「食欲が
ないけど、それは財布をとられたか ら」と小声
で言って走 り去っていくことがあり、よほどの
しんどさを抱え込んでいる生徒なのだろうと推
測しそれ以上の言語化はできないC子 の辛さが
伝わるのでむげに身体攻撃を断れない。攻撃的
なグループが くると彼女の攻撃性は引っ込み、
むしろおびえたような感じでからだを硬 くする
様子から、「父か らの暴力をうけている」(担任
の話)ら しいことはうかがえるが、本人はその
ことには触れていない。耐えぬいた数ヵ月後に
学校臨床心理士の 「コ・ワーク」システムによる支援
は背負い投げとなり、Mを投げたあとに笑いと
快感がでて、以後逃げるMを追いかけて蹴 りと
背負い投げをゲームのように楽しむようになっ
た。パペ ットマペットの遊びで、逃げるMを追
いかけて襲い、「ブチュー」 とキス した り、 ガ
バ ッと食べてしまうことを面白そうに大声で笑
いながらくりかえした。他の男性カウンセラー
はピコピコハ ンマーで攻撃 し、女性のカウンセ
ラーには背負い投げをし、Sに はほとんど近づ
かない とい う状況が続いた。C子 のプレイは、
直接的身体攻撃から次第に象徴的表現へ と移行
していった。年度末の別れの日にC子は手作 り
の 「飛び出す絵本」をプレゼントした。 ドラえ
もんが手を振っている場面で 「M、いままであ
りがとう」と書かれていた。次年度は男性Kに
まとわ りついて 「結婚はしているのか」「子 ど
もは」などの話題 とコマーシャルやお笑いグ
ループの場面を演 じ、楽 しんでいるようすで
あった。身体攻撃は減ったものの、男性Kと 女
性のYに はまだ続いているようである。開室 日
はほとんど毎日、毎休み時間に来室 し、プレイ
セラピー的かかわ りが延々と展開されている。
相談室内ではグループ行動 もできるが、相談室
外では硬 くておびえている雰囲気が 目撃されて
いる。C子 の強い攻撃性は複数のカウンセラー
がいるから対応できるのかもしれないほど執拗
である。徐々に減ってはいるし、変化もしては
いるが、まだセラピューティックな関わ りがで
きているとはいいにくい。予約をして自分と対
峙するにはまだ弱 くてクライエントにはなりき
れないでいる。
(3)小中の連携…… 小学校への出張セラピー
第1期 あふれる攻撃性
小学校の先生から落ち着 きがなく、授業が受
けられない1年 生のBについてADHDで はな
いかという相談をうけた。初回は筆者が担任 と
母親、Bに 会った。過去に近所で トラブルを起
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こしたことがあり、そのことがわかった時点で
両親はBを遠方の祖父母のもとで1年 間謹慎さ
せ、最近つれ もどしたということであった。ま
だ相談室はひまだったので次回から放課後に相
談室でプレイセラピーを予約することにした。
以後、Bを 担当した宮崎のケースレポー トに
即 してみていくことにする。
(初回)Bが 小学校の担任の先生と トトロの
部屋へ来室する。M、N、Sの3人 の実習生、
Bの担任の先生とともに トランプを始める。B
は戸惑っている雰囲気を感 じるがす ぐに場に慣
れ、 自分のベースで場を仕切る。投げるボール
をすべてキャッチされると、「なんでとれるん
だよ!!」と突然怒 りだし、その豹変振 りに圧
倒 され、 わざ と落 とした り、困難そ うに受け
取った りと、Bの 望むように合わせて しまう。
(#2)「しんけい しじゃく」(神経衰弱の意)
で勝負にこだわ り、頻繁にズルをし、負けると
「くっそ一!!」 と幼げな普段の表情か らかな
りギャップのある声 をだし、時折、奇声 もあげ
る。(#3)シャボン玉を部屋の中で吹き(Mは
部屋の中にシャボンがあったことを把握できて
おらず、焦 りと抵抗を覚えた)た くさんのシャ
ボン玉が舞 うと、それ をウレタンのバ ッ トで
「死ね!死 ね!」 と言いながら打っていく。そ
して今度は部屋の外に向かって、シャボン玉を
飛ばす。授業中なのでBを 部屋の中の方へ誘導
し、来室中の女子生徒 らを交えてプレイしよう
と努めるがBの アグレッションが女子生徒二人
に向 きだす。次第に思いっきりボールをぶつけ、
ピコピコハンマーのプラスチ ックの柄の部分で
殴ったり、執拗にそして激 しくなる。女子生徒
は笑って対応 しているが、それがBの 攻撃をま
すます激 しいものにしていくように思える。女
子生徒は トイレに行 くと部屋を出て行 く。Bは
黒板 に変な顔の絵 を描 き、「これ、あのおばは
ん!」と笑い転げる。その笑い方は尋常ではな
く、奇声をあげ、床でのたうちまわる。そ して
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女子生徒を裸足で部屋から出て追いかけようと
する。しかし女子生徒は見つか らず、Bは す ぐ
に戻ってくる。しばらくして再び廊下に飛び出
す。Mは付 き添っていく。途中担任の先生がお
り、Bは担任の先生とMと手をつなぎ、問に入
り、「お父さんとお母さん」という。
スーパーヴィジョンで、Bと 中学校で会 うこ
とは枠 を守れず、担 当者 としてセ ラピュー
ティックな関係を継続できない不安 と危険性が
あることが指摘され、担任との話 し合いでBの
小学校でプレイを行うことに決定した。部屋は
相談室があるとのことで、毎回担任が宮崎の送
り迎えをすることとなる。小学校へ向かう途中
での車の中でBは 家庭ではお母さんがあま り
構ってあげられず、授業ではじっと座っていら
れずに教室を飛び出す。授業を飛び出したら校
長先生が捕まえて、お尻をたたく、しかしそれ
をBは喜んでいる。という話を聞く。
(#4)小学校でMが 案内された部屋 は、半
分にソファーがセットしてあ り、後の半分は畳
が敷いてあり以前には応接室のように使われて
いたと見える部屋である。部屋の中には ドアが
あり、隣iの部屋に繋がっている。繋がっている
部屋は物置のように使われてお り、文房具、運
動会で使った太鼓やバ トンなどが雑然と置かれ
ている。Bが部屋の扉を開け隣iの部屋へ行 くの
で一緒に探索する。そしてBは小走 りで先に部
屋 を出て、Mは 閉じ込められる。少 し時間をお
き扉を開けると、「わっ!」 とMを驚かす。勉
強した りボール遊びをする。Bが蹴ったボール
が体育館の屋根に乗 り、フェンスをよじ登 り取
りに行こうとするが、無理である。担任の先生
の所 に行 き、「ごめんなさい」と頭 を下 げる。
(#5)片付けをするために隣の部屋へ行 き来
するとき、Mを 部屋 に残して ドアを閉め、 ドア
の向こうでは開けられないように ドアをおさえ
ている。M〈 あけて くれえ～〉、となりの部屋
か らはBの 「クス クス」 とい う笑い声 が聞 こえ
る。そ してお さえてい る ドア を放 して、なにか
急いでい る気配がす る。問 を置いてMが 部屋 に
行 くと、Bの 姿が見 えない。〈 どこいったんや
ろな あ～ 〉、「クス クス」 とBの 忍 び笑 いが聞
こえる。Bは ソファーの下に隠れている。<見
つ けた!〉 、「わ っ一」 と笑い なが らBは 隣iの
部屋へ い き、 隠れた り、逃 げた りを繰 り返す。
終了時、担任 の先生がMに 「最近B穏 やかにな
りました」 と語 られ る。
第2期 エネルギーゲージと暴走スイッチ
(#6)45分遅れで迎えが来る。車の中で先
生は「実は今 日(迎えに行かねばならないことを)
すっか り忘れてました」と話される。小学校に
到着すると、不意に後ろからBが 「わっ!」 と
Mを驚かす。前回と同じように、ボールの投げ
合い、サッカー、か くれんぼをする。給食袋を
バットにし、ボールを打つときは 「死ね!」「コ
ノヤロー!」 など激 しい感情を込めた言葉が出
る。野球は44対2でBの圧勝に終わる。野球を
終え、給食袋をランドセルにしまう時 は 「死
ね!死 ね!」 と言いなが ら無理や りランドセ
ルに詰め込む。(#7)約束の時間より少 し遅
れて迎えが来る。いつものように、かくれんぼ
から始まる。BとMは となりの部屋を行 き来す
る。「ここ座って」、Mが座ると肩の上に乗って
くる。そのままMが 立ち上が り、肩車になる。
あっち行って、こっちいってと肩の上からBが
命令する。Mは ロボットでBはパイロットのよ
うである。隣の部屋 を行 き来し、Bの 操作で歩
き回る。そしてB肩 車の状態から、Mの 脇をく
す ぐる。M<押 してはならないスイッチを押 し
てしまったな!こ れは暴走スイッチだ一!!>
M、肩車をしたまま、グルグルと回ったり、飛
び跳ねた りす る。Bは 声 にならない声 をだ し
「☆ ♪★!!!!」、大喜びする。Mは 体力を使い
果たし疲れてへた りこむ。B、目を輝かせ「もっ
学校臨床心理士の 「コ・ワーク」システムによる支援
とや って!」 〈 もうエ ネルギ ー ゼ ロや わ 一 〉
「や って 一や一」、<エ ネルギ ー回復 す る まで
待 って〉 「いつ 回復 するの?」<エ ネルギ ー満
タンが100で今ゼ ロやわ 〉 しば ら くたって 「今
い くつ?」<今15>「 今い くつ?」<今20>「 今
い くつ?」<今25>ひ っ き りな しに訊 い て く
る。〈100!〉。B、笑顔でMの 背中に乗 る。B、
Mの 上 で操縦 す る。 「きゃっ きゃっ」 と歓声 を
あげている。そ して再びMの 脇 をくす ぐる。<ま
た暴 走スイ ッチ を押 して しまったな あ一!!〉
肩 車を しなが らぐる ぐる と回る。Bは 声 になら
ない歓声 をあげている。Mは 再 び体 力 を使 い果
た しへ た り込 む。<暴 走 スイッチ は一 日2回 ま
でやで 〉 「3回 にして!」<エ ネルギーゼ ロや
わ 〉 「そこに寝 とき、僕 は行 くで一」 とBは 部
屋 を出て行 く。 しば らくして 「こっちだ よ一」
とB。 隣 の部屋へ い くとBは ソファーの下 に隠
れている。〈 どこか な一?〉 「クスクス」 とB
の笑 い声が聞 こえる。笑いなが らBが 出て くる。
二 人で並 んで ソファーにへた り込む。落ち着 い
た雰囲気 が漂 ってい る。Bじ っ とMを 見 つめ、
Mの 喉仏 を触 って くる。「ぼこっとで てる」。再
び 「今 エネルギー い くつ?」<今15>。 「エ ネ
ルギー1000にしてや」<無 理やわ一エネルギー
は100しか ないわ 〉。M黒 板 にエ ネルギーゲ ー
ジを書 き、徐 々 に増や してい く。「今50?」 「声
に出 して言 って 一」 〈 うん、 ピ コン70です 〉
「あ とち ょっ とや」〈 ピコ ン90です 〉 「あ と一
回や」<ピ ンピロピンピン!100です>B、 嬉
しそ うに笑 う。<暴 走ス イッチ使 った らす ぐに
終 わって しまうで一>B、 しば らく操縦 を楽 し
む。Mの ロボ ッ トに命令す る、「ドアを閉め ろ」
「ドア を開け ろ」 そ して再 び、笑 いなが ら脇 を
くす ぐる。Mは 同 じように、激 し く揺 さぶる。
Bは 大喜 びで声 にならない。ふたたびMは 体力
を使 い果た しダウンし、畳の上 に寝転ぶ。Bも
一緒 に寝転び、Mの 目を澄んだ 目で じっ と見つ
める。 どこか甘 えた ような目つ きである。その
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ままの体勢でBは 家に帰ってからどんな事 をし
ているのか、どんなゲームをしているのかなど
を話す。そして 「向こういこ」と隣の部屋へ行
く、折 り紙を見つけて取 り出しMに くれ、穴あ
けパ ンチで穴 をあけ、「これチケット」 といい
Mに わたす。自分の折 り紙にも穴をあけ、そし
て折 り紙を広げて、穴からMをみる。そ して 「亀
みにいこ」 とMを先導 して、中庭の池 に行 く。
先ほどの折 り紙のチケットを池に浮かべ、Bは
棒で突っついて、亀を捕まえようとする。亀を
捕 まえ、古 タイヤ を重ねてそこに亀 を入れ、
ペ ットボ トルに池の水をいれ、上から亀に水を
かける。Mは 浦島太郎の亀をい じめている子ど
もを連想する。「今何時?」 終了時間を気にす
る。「今何時?」 終了時間が過 ぎると、タイヤ
をもとにもどし、亀を逃がす。教室へ帰る途中
「おんぶ して!」「もっと速く」Mは くもうエネ
ルギーないわ〉と言いつつもく最後のパ ワー
だ!〉 と走る。Bは 大喜びである。
この回のプレイは感動的である。Mの とっさ
のことであったがまさにこれ以上ぴったりのこ
とはありえないような動 きが生 じ、Bの 「暴走
エネルギー」 という一連の遊びの中に象徴され
ていった。心身 ともに疲れ切ったMに 、「ここ
までできるのだ」ということを教えられる思い
である。
(#8)前回黒板 に書いたエネルギーゲージ
がまだ残っている。「今エネルギー どんだけ?」
<今 日は疲れているからエネルギー90しかな
いわ一〉 「怒られたん?」<怒 られたのもある
な一〉。黒板のエネルギーゲージに目盛 りを書
いている、そ してMに 「しゃがんで」 といい、
肩車になる。<暴 走スイッチは一日三回までや
で一〉 「わかった」、いきなりMの脇をくす ぐ
るB、<な に一 もう暴走スイッチを使ってしま
うのか一?〉 。いつ ものように激しく動 く、肩
の上のBは 大喜びである。「今エネルギー何
ぼ?」 〈いま10,9,8,7… 〉体力 を使い
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果たし、床にばったりと大の字で倒れるM。B
「いまエネルギーなんぼ?」 〈今ゼロやわ一〉
「い ま何 ぼ?」<今1>「 い まは?」<今
2… 〉 「また、たまったら、声だしてな一」
エネルギーがたまり、再び肩車 をし、暴走 ス
イッチを使 うB。そ して再び くたくたにな り、
床に寝そべるM。「今エネルギーなんぼ?」<い
ま1>「いま10」「いまイ可ぼ?」<い ま2>厂 い
ま20」……。Mの言葉を聞かずにエネルギーを
上げていくB。「はい200になった一」<無 理や
わ一、まだ本当は40やで、壊れてしまうわ一〉
「あと50?」〈そう〉。Bは 素直にエネルギー
がたまるまで待っている。「いま何ぼ?」<い
ま60>「あと30や」。待っている問に退屈 した
らしく、練 り消しゴムを取り出し、伸ばしてい
る。Bとどこまで伸ばせるか競争する事になる。
Mは上手に伸ばせないので、Bが コッを教 えて
くれる。「いま何時?」 「今日3時にお姉ちゃん
と一緒に帰るねん」「いま何ぼ?」<90にな り
ました!〉 本 日3度 目の肩車、 しば らく操縦
を楽しんだ後、暴走スイッチを使い終了。脱げ
たMの スリッパ をMの腹の上に置 き、「もう僕
いくで一、バイバイー」とMをほったらか しに
して、部屋を出て行 く。しばらくすると戻って
くる。一緒に片付けをして部屋を出る。(#9)
先生か ら 「本当にBく ん変わってきました。隣
のクラスに同じように授業中に出歩 く生徒がい
るんですけれど、以前はBく んとつるんで、授
業中出歩いていたんですけれど、Bく んはその
子の誘いに乗 らずに授業を受けています。 目つ
きも穏やかになりました、Bく ん、先生(M)
が来られるのすごく楽 しみにしています よ」と
言われる。またMは この時初めて、Bが 父親か
ら暴力を受けているという事を聞く。授業がま
だ終わっておらず、授業が終わるまで校長室で
先生と話 しながら待つ。授業が終わり、Bが 校
長室に来て、Mの 前のソファーに座 り 「この人
誰やったっけ～」 とB、担任の先生 「何言って
んの～、今日朝から先生(M)早 くこないかなあ
～て言ってたやん」。Bを 担任の先生から預け
られ、MとB二 人で教室へ。黒板 には前回の"エ
ネルギーゲージ"が消されずに残っている。B、
黒板を見て 「今日もこれやろなあ」 と言いなが
らも、す ぐに肩車をせず に、"遊戯王カー ド"
をMに見せ、一枚一枚カー ドの説明をする。B
唐突に 「今 日エネルギーなんぼ?」、不意をつ
かれく今 日は本 当はエ ネルギー70やけ ど頑
張って90… いや100や〉。「遊戯王や ろ」。
Bのルールで机を挟んで対戦する。Mを 適度に
勝たせ、最後に劇的な逆転勝ちを演出する。「い
まエネルギー何ぼ?」 〈いまは100あるで〉。
「ボール遊びしよ」とボールを取 りに自分の教
室へ行 き、グラン ドでキックベースをす る。
キックベースを終え校舎へ続 く階段を登ってい
ると、た くさんの生徒たちが下校 しはじめる。
BはMの 横で、生徒たちを眺めている。先ほど
まであった、BとMの 間の関係が無 くなってい
くようにMは 感じる。Bは 知 り合いを見つけ、
ボールをぶつける。そして、友達の名前を大声
で叫ぶ、 しかし児童はBにあまり関わろうとし
ない。Bの 目つきも以前のように厳 しくなって
いる。児童たちが一通 り通 り過ぎると、MとB
との先ほどまでの関係性に戻ってきたように感
じる。BはMを 普段 の遊び場のようなところに
案内する。そこには工事用の一輪車があり、B
はその中に入 り、Mが 押す。そして前回の亀の
池に行 き、亀を見つけようと棒 で池を突っつ
く、 しかし亀は見つか らない。「泡立てた らこ
の前顔だした」 と棒で池をかき混ぜ泡立てる。
Bは池の淵に寝転び棒を池に突っ込み、舟を漕
いでいるよう、Mは 座ってその光景 を眺めてい
る。しばらくするとBは鶏小屋に行 く、すると
先生がエサをやってお られ、扉は開いている。
Bはニワトリを掴んで外へ持ち出し、鉄棒の上
にとまらせようとするが、上手に乗 らなず、何
回か繰 り返す。ニワトリにとってはえらい災難
学校臨床心理士の 「コ ・ワーク」システムによる支援
である。ニワ トリはBか ら逃げるように、鶏小
屋に戻ろうとするが、Bが 扉を閉めるので入れ
ない。 しばらくニワ トリと遊んだ後、Bは 扉を
開けると、ニワ トリは小屋へ戻 ってい く。「部
屋戻ろ」いろいろな所 に寄 り道をしながら、部
屋に戻 る。「暴走スイッチ何回?」<今 日は1
回かな〉 「違 うやろ、3回 やろ」<そ うやな、
一日3回 て言ったよな〉(このときMはエネル
ギーと暴走スイッチは絶対にごまかしたり、楽
をしようとしたらダメだと強く思 う)。厂いまエ
ネルギーなんぼ?」 〈いまは90です〉 「また溜
まったら言ってな一」。 し一んと静まっている
教室。〈ピンピロピンピン、タ ・マ ・リ ・マ ・
シ ・タ〉、笑って飛び乗るB。Mが 立ち上がる
なり、いきなり暴走スイッチを使うB。いつも
のようにBは大喜びである。Mは 力尽きて床に
へた り込む。BはMに寄 り添うように横になる。
「い まエネルギーは?」<今 は暴走スイッチ
使ったから空っぽや〉。Bは エネルギーが空っ
ぽであることを受け入れている。時間が来たの
で、担任の先生の車で、Bと 帰る。Bの家に到
着 し、Mが 手を振ると、B「 バイバイおばちゃ
ん」 と間違え、「バイバイお じちゃん」と言い
直す。
Bの心のレベルで起こっている変化は、内的
世界の再統合そのものである。セラピーにおけ
る変化は 「現実」に先行するが、その間のクラ
イアントの現実の場における様子をセラピス ト
が 目撃する機会はほとんどない。しかし、この
ケースのような状況では、8回 目の転回のあと
でたのまず して現実の様子を目撃するというコ
ンステレーションが起こっている。そして二人
で体験 したという事実がつぎの展開を生んでい
く。Bが 自分の現実を直視 して自分 と対峙でき
てい くプロセスを、このケースを通 して見るこ
とができる。学校心理臨床の特質の一つがここ
にあると言える。
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第3期 現実 との折 り合い
(#10)喉が渇いたとグランド横の水道に行
き、蛇口を思いっきりひねり水を出す。蛇口は
上を向いてお り、「虹……」Bは 虹を作ろうと
しているが、虹は出来ず、水は勢いよく噴出し、
グランドに水たまりを作っている。その水を飲
もうとし、頭か ら水をかぶ りびしょぬれにな
る。Bは 濡れた服 を脱ぎ、上半身裸になる。M
にはこのような一連の行動の激 しさが気にかか
る。校舎から出てきた下校途中の同級生を見つ
け、呼びつけ、ボールを当てる。女の子の髪の
毛 を引っ張った りもす る。Bと 三人の児童で
ドッチボールをする。様子を見ていると、激 し
く命令 し、我を通す。Mと 二人でいる時の幼い
感 じではなく、やんちゃ坊主といった感じであ
る。また初期の頃に見 られた、不自然に激しく
笑 うといった行動 も見 られた。(#11)「Bが遊
んでいて、ガラスを割って しまい、これから怒
らなければならないので、 もう少 し待っておい
て ください」 といわれて待 っているとBが 来
る。元気がない様子。「僕はもう死んだ」と言い、
ソファーの上に逆立 ちす るような格好で、 ぐ
たあとしている。「僕今 日エネルギーないわ一」。
「今 日は3時半 に帰る」<ま たお姉ちゃんと一
緒に帰るん?〉 「うん」「おんぶして」、Mが お
んぶすると黒板にチ ョークでMの 名前を書 く。
Bは黒板 に字を書いた り、エネルギーゲージを
書いた りする。「僕の名前 はなんでしょう?」
とMに クイズをだす。「下の名前ちゃうで、上
の名前」(Mはいつ も下の名前で呼んでいる)。
Mは 黒板 にBの フルネームを書 く。「知ってた
んか」嬉 しそうな様子。(#12)送迎の車の中で、
引っ越す事になったことをきく。下校 しようと
している児童を見つけ、その児童を呼び、遊び
に参加させる。Bは かなり攻撃的な雰囲気 をだ
し、「へぼ一!」 「おまえへぽいわ一!」「きもい
んじゃ!」とかなりの攻撃性を見せる。Mと 二人
でいる時とは別人のようである。ボールが トイ
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レの中に入 り、取 りに行 くときには、そこに
あった水の入ったバケツを躊躇な く蹴 り倒す。
そしてホ,ス が繋がった蛇口を全開にし、ホー
スで空になったバケツにめがけて水を入れる。
バケツに水がたまると、「水 を止めろ!」とMに
命令する。他の児童がBに 「この人(M)誰?」
と訊 くと、「何か分けのわか らん物体」 と激し
い口調で言 う。 またボールをゴミ箱にぶつけ、
激 しい音が鳴 り、ゴミ箱の蓋が飛ぶ。部屋に戻
ると先ほどと表情と態度が変わっている。「黒
板に問題を書 くから見たらあかんで～」「肩車
して～」「暴走スイッチは一日3回までやなあ」
と脇をくす ぐる。
実習スーパーヴィジョンで今回のセッション
を相談 し、プ レイがMの 容量を越 えているこ
と、事故に繋がる危険性があるとの指摘から、
次回からは原則 として部屋の中だけでプレイを
行うこととなる。
(#12)外に出ないでここだけで遊ぶ事に
なったことを伝 えると激しい抵抗を予想 してい
たが、素直に認める。帰 りの車で担任の先生、
「引越 しの決まった直後は荒れていました、あ
の子には分か りやすいところがあ ります、何か
あった らす ぐに態度に出ます」 と語 られる。
(#13)B、今 日は用事があるらしく、「今 日は
3時40分までな一」と最初 に言 う。「時間いま
何時?」 と聞かれ、Mは 時計代わりにしている
携帯電話を取 り出 し、不注意に渡 して しまう。
Bは携帯電話を器用に操作 し、Mの プライベー
トな写真を見 ようとする。Mは く見たらあかん
やつは見たらあかん〉とい う、素直に従 うが、
しばらくすると携帯電話を持って隣…の部屋へ行
く。いつものように、かくれんぼが始まるのか
と思い待 っていると、扉の向こうで、携帯電話
のプライベー トな写真 を見ているようである。
〈見たらあかんやつは見たらあかん〉というと
「見てへんで」と言いながら逃げる。ここはきっ
ち りとしなければならないところだと思い、追
いかけっこのゲームにならないように、<返 し
て〉と言 うと、Bは 素直に返す。(#14)先週
隣の部屋で見つけた、木の怪獣の工作 を持って
きて、「これやろ～」 と。二人で怪獣をつ くり、
戦 う。全てBの勝利。木の怪獣に色を塗ったり、
改造 した りする。「ここにおいておこ」 とBの
怪獣 とMの怪獣をロッカーに大事 にしまう。「ト
ランプしよ～」「僕が負けたら、怪獣あげるし、
先生が負けたら、肩車 して、暴走スイッチなあ」
Bがズルをしなが ら勝つ、Mが 有利になると、
不機嫌になるが、以前のようにとげとげしい感
じは受けない。
勝負事にしても以前のような必死さ、何が何
でも自分が勝たなければならないという様なと
げ とげ しさは見 られない ようになって来てい
る。(#15)前回と同じように木の工作の怪獣
を作る。怪獣が完成すると、怪獣同士の戦いに
なる。BはMの 怪獣を攻撃 し、勝利するが、以
前のような激 しい攻撃ではなく、妙にクールで
ドライな感 じを装っているように見える。Mに
嫌われたくないといった雰囲気である。か くれ
んぼをすることになるが、これまではほとんど
Bが隠れるだけであったが、今回は交互で隠れ
る事 となる。BはMを 攻撃 して くるが当初の
「死ね!死 ね!」 とい うような激 しさはない。
<ぐ わあ～や られた～>Mの ヒットポイントが
なくなって終了。帰 り道、Mは担任の先生から、
Bは週明けにいつもMが来る事を確かめ、前 日
にも確かめ、当日の朝にも確かめる。すごい楽
しみにしているという事 を聞 く。
第4期 終結
(#16)Bは友達と遊んでいるような話し方
である。「次何 してあそぼ一」〈何 しようか〉
「か くれんぼしよ!」前回と同じく交替で隠れ
るくもう～いいかい～〉 「ま～だだよ～」声を
掛 け合 う。(Mは、いないいないばあをしてい
学校臨床心理士の 「コ ・ワーク」システムによる支援
るような連想 をする)次 の一回で終わりである
ことを告げると 「淋 しくても男は泣かへんねや
で」「さび しいなあ」と答 え、胸 を打たれる。
<先生も3月で来なくなるか ら引っ越 して行 く
Bと一緒や〉 「じゃあまたね(じ ゃあまた会え
るよ、 というニュァンスを含んでいるように思
えた)」
(#17)「今 日外いこ～」と担任の先生に言う。
担任の先生 「M先生に聞いて」Bに く外行 きた
いのか〉と確かめ、しばらく考える、残 りがわ
ずかである事、部屋の中での遊びが限定されて
きている事、最近のBの動向から、危険はない
ということ、さらにBが他の児童 とどのように
関わっているのかを見ることなどを考え、Bに
はく絶対に危ない事 したらあかんで〉と条件を
出 し、外でプレイする事になる。外に行 く前B
は日記帳を開け、Mと一緒に読む、日記にはM
の事が書かれており、あと少ししか会うことの
出来 ない寂 しさが書かれてある。「最後の日、
先生(M)に ○○○○○あげんねん」〈何?〉
と聞 くと、5文字でバレンタインとかにあげる
ものだという。外ではサッカーやキャッチボー
ルをする。他の児童に出会うと、Bは からみに
行 き、ボールをぶつけたり、汚い言葉を吐 く。
体育の授業があり、先生の前で児童が整列 して
いるにも関わ らず、その列の前へ立ちふさが
る。決まりや規律を守ろうとすることがなく、
い とも簡単に関わっていくあり方がMは気にか
かる。体育の授業の整冽 して座っている集団の
中に姉を見つけ、姉の名前を呼びなが らその集
団の中にボールを投げる。 しばらくして部屋に
戻る。外 に居たのは少 しの時間だけであった。
か くれんぼをしながらMは、Bは 自分の姿が見
えなくても自分の事を気にしている他者の存在
が重要なのかなと思う。(#18)いつもの教室
で、今までしてきた遊びを振 り返るように、一
通 りしてい く。今 日はB、Mに エネルギーを聞
かない。Bは プレゼントあるねんと言い、リボ
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ンをつけた封筒をMにわたす。中味はBが 折っ
た折 り紙 と、M宛 の手紙が入っている。Mも 用
意 しておいたBへ のメッセージカー ドをわた
す。Bは 予想 もしていなかったようで、驚きの
表情。Mは メッセージを読む、Bは 神妙な顔で
聞いている。外に行 き、Bが 教えてくれた、秘
密基地、ジャングルジムなどに行 く。グランド
には古 タイヤが置かれてお りそれを持ちなが
ら、Bは グランドの上に続 く階段を上がる。階
段 を上 り、階段横の斜面からグランドに向かっ
て、タイヤを転がす、タイヤは斜面を勢いよく
ころが り、グランドを転がる。グランドには誰
も人はおらず、広い砂 の上をタイヤが1つ 転
がってい く、雄大な雰囲気 を感じる。長い距離
を転が り、タイヤは力つき倒れる。Bは 再びタ
イヤを拾いに行 き、斜面から転がし、先ほどよ
り長い距離を転がるように記録に挑戦する。タ
イヤがころがっている問、無言で2人 でタイヤ
を眺めている。今 日は肩車も暴走スイッチもB
はやらない。終了時間近 くになり、部屋へ戻ろ
うとする時、B唐突に、改まって 「いままで遊
んで くれて、ありが とうございました」と言う。
M驚 きくこちらこそありが とう〉と答える。
転校 に際しては詳細な引 き継 ぎを行った。そ
の後も折 りにふれて連携をとりあっている。
(4)破壊的生徒 「暴」か ら 「静」へ
ある日ふた りの男子生徒が来談してきた。相
談室を利用している女子生徒からうわさをきい
て様子を伺いに来たらしいが、Sは 、男子生徒
Zの鋭 く冷たい目つきとここで何をしてやろう
かと企んでいるような表情が印象的であったと
報告 している。次週やってくると、大きいぬい
ぐるみを 「背負い投 げ!」「うお りゃ一!」 と
叫びなが ら次kと ものす ごい勢いでふ りまわ
し、ぬいぐるみの腕や足、耳が千切れてしまう
までその行為は執拗に続け、無残に腕や足、耳
がちぎれたぬい ぐるみたちを見てけらけらと笑
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いころげた。あまりにむごい光景 にカウンセ
ラーは言葉 を失い、気分が悪 くなって しまっ
た。彼らの行為 を止めることも可能だったが、
どこまでやれば気が済むのか、ここまでのこと
をしなければならない事情はなになのか、それ
をわかってい くことが今の仕事であると覚悟
し、チームを組んでいる男性カウンセラーとと
もに彼らにじっくりつきあいながら一緒に考え
てみることにした。一人であればとても耐えら
れなかったかもしれない。次回は女子生徒 を含
む6人で来室してきた。このときまでに前回ぼ
ろぼろにされたぬい ぐるみたちは、カウンセ
ラー二人で丁寧に縫い、すべてを手当てしてお
いた。「あ一!も とどお りになってるやん!」
とZはさけんだが 「うん、ふた りでちゃんと手
術 してもとどおりにしておいたよ」と答えると
Zはにやりと笑いを浮かべ、手当てされたぬい
ぐるみをふたたび乱暴に振 り回し始めた。Sは
"まだやるのか"と 力が抜けた。「ブチ ッ」 と手
が、足が、耳がちぎれる音がするたびにZは チ
ラッとSをみて様子をうかが う。一体……二体
……と攻撃され、そこまではだまってみていら
れたが、三体目の熊のぬいぐるみにZが 手をか
けたところで、思わずたいあた りで とめには
いった。「この子はあんたがこないだ"き もち
いい"っ て抱いてた子やんか!」そのぬい ぐる
みはZが前回あれだけ無茶苦茶に扱ったぬいぐ
るみの中で 「これ、抱いた らなんか気持ちいい
な」 と唯一やさしく抱 きしめたぬいぐるみで
あった。Sは、 どうしてもそのぬいぐるみだけ
は守 りたかったので、「もう!こ の子は絶対私
が守る」とからだを張ってまもったところ、Z
はその熊をあきらめ、小さいウサギのぬいぐる
みを振 り回そうとした。すると男性 カウンセ
ラーのKが 飛んできて 「おい!こ の子はまだ
赤ちゃんやんか!」と止めに入った。 しばらく
もみ くちゃ状態が続いたが、Zは あきらめて持
参 していた弁当をたべはじめた。「なにしてん
の?」 と声かけると 「弁当食 うんやないか」そ
こで 「今授業中やろ。授業中は弁当食べたらあ
かん」 というと 「関係ないやろ」。「関係ある。
ちゃんとルールがあるんや」というカウンセ
ラーのほうをチラッと見 てぱ くっと口に入れ
た。「こら!た べたらあかん言うてるやろ!」
というやいなやZの 口を手でふさごうとすると
ニコッと笑って 「わかったって」と言って弁当
をかたづけた。
それから残 りの時間はスポンジラケットでぬ
い ぐるみをボールに見立ててZとSの ゲームが
はじまった。Zは わざととりに くいボールをな
げてきたが、なんとしてもとってやろうと必死
で食 らいついていった。隣で トランプをしてい
たメンバーたちが トランプを中止 して 「Sさ
ん、必死やし」と観戦をはじめるほど熱い戦い
になっていった。Zは 自分が打ち返す球をSが
うまくキャッチするというや りとりのほうがお
もしろ くなってきたようで延々と続いた。次第
に相手が取 りやすいように丁寧に配慮し、相手
の胸の辺 りに打 ち返す ように変化 していった。
冬なのに終了時にはふたりとも汗びっしょりに
なっていた。チャイムが鳴 り、退室するとき「あ
りがとう」 と笑顔で手を振って出て行った。の
こされた二人のカウンセラーはす ぐには状況を
飲み込めず、ぼ一っとその場に立ち尽 くしてい
た。へ とへ とにつかれていたが二人には感動が
満ち溢れていた。約1ヶ 月続いて二人の体当た
りの勝負がZに は 「受け入れてもらえた」体験
となったと思われる。
休み明けに再びぬい ぐるみが破壊されたが、
手当てがまにあわなかったので無残なままのぬ
いぐるみを見つけたZは 「何や。直ってないや
ないか」と指摘 した。Zの 行為 は単なる遊び、
や りっぱなしではなく、カウンセラーとの関係
のなかで 「修復 されること」が重要な意味をも
つセラピーであるこ とを示す反応であった。
厂うん、そ うやな。ちゃんと手当てをしてお く
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べ きだったね。ごめんね」 と謝り、次回までに
丁寧に手当てを完了しておいたが、以後のセッ
ションでZは確認することはなく、ぬいぐるみ
の破壊 もしなくなった。友達二人 と子どものよ
うな表情をうかべながら寝転んで絵本をよみふ
け り、男性Kが くると肩のマッサージをしても
らって穏かに時を過ごしていった。「暴」のZ
から 「静」のZへの変化は信 じがたい ぐらいで
ある。
教師からは破壊的行為 に対してなぜ止めない
のかと抗議されるかもしれない。SもKも 、Z
が暴れていたとき、「今 ここに教師がやってき
たらどうしよう」という不安が去来し、びくび
くしていた時期もあった。実際、騒 ぎ声をきき
つけた教師が 「おまえらなにしてんねん!」と
怒ったことがあった。その場では何 もいえずに
呆然としていたカウンセラーであったが、あと
で 「彼らが相談室に来ている1時 間は、われわ
れでしっか り見ています。 もし先生のお力が必
要な場合はすぐに呼びにいきますので、どうぞ
見守っていてください」 と話 し、以来その教師
は時々様子を心配 して相談室にやってこられる
が、彼 らが相談室にいることを確認すると職員
室に戻っていかれるようになった。日ごろから
教員との関係を保つ努力が大切であること、わ
かってもらう努力が大切であることを学んだこ
とである。さらにSは 「研修生というまだ未熟
な二人だが、せめてかぎられた時間の限られた
空間のなかでなら彼 らのや り場のない気持ちを
うけとめてやれるという自信 と、彼 らを体当た
りでうけとめようという覚悟だけは確かであっ
た。こうした関わ りを繰 り返しながら、彼 らは
今 まで確かに自分を受け止めてもらったと感 じ
たことがあったのだろうか、本気でぶつかって
くれる大人 と出会った体験があるのだろうか、
おそらくそのような体験は皆無なのではないか
と感 じていた」と述懐 している。
暴力的破壊的な女子生徒の事例もある。Xは
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トランプの罰ゲームで我慢のできない勢いで手
を叩き、 日ごとに次第にエスカレー トし、ハン
モ ックに乗ったカウンセラーをふ り落 とす、飛
び掛る、箱庭の砂をじゅうたんいっぱいにばら
撒 く、家具に絵の具をぬりたくる、ロッカーの
扉をべ こべ こにするなど、相談室の状態に思わ
ず言葉を失うほど荒れに荒れている状態であっ
たが、それはXの 心の荒れた状態を表現 したイ
メージそのものなのだろうと推測された。こん
なふうにXの こころのなかも片付けられたらい
いのにと願いながら、せめて彼女がばらまいた
砂 だけでも、 と夕方遅 くまで一生懸命掃 除し
た。一日の仕事を終え、おそらく相談室で休 も
うとやってきた教師が、カウンセラー二人の姿
を見て、何も聞かず、だまって掃除を手伝って
くださったが、同じ気持ちで動いて くださって
いたにちがいない。
翌週やって きたXは 「あ一、部屋 きれいに
なってるやん。なかなかやるやん」といいつつ、
「さすがにパ ンッ丸見えはあかん」 と持参した
ジャージに着替えて取っ組み合い、おにごっ
こ、ハ ンモック遊びとパワー全開で走 り回っ
た。砂 をばらまくことは前回のカウンセラーの
こころのダメージを考えるとス トップをかけざ
るを得なかった。「ここ以外ではいつも怒 られ
てばっか りやのに、ここでまで怒られたくない
わ!」Xの 様子をじっとみつめていると 「Sさ
んおこる。わかった、やれへん」Xは 途中でや
めてその場 を離れた。その後相談室は予約で
いっぱいで自分の時間をとれずに帰ってい く後
姿 をそっ と見送 っていたのだが、Xは きょろ
きょろとあちこち見回し、自分の行 き場所を必
死でさが しているようであった。養護教諭によ
ると、相談室の開室 日を心待ちにし、今度は何
を壊 そうかと楽 しそうに考 えているのだそう
だ。授業には出られず、いつ もどうやって教師
の目をのがれようかと考えているらしい。彼女
の居場所 はどこにあるのだろう。 どこまで自分
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を受け止めてくれるのか、必死にカウンセラー
を試 しているように感 じられる。人間には限界
があるということを彼女は今まで誰にもお しえ
てもらったことがないのだろうか。おさない子
どもが無邪気に親に甘えている姿が連想される。
このようなエネルギーの爆発する生徒たちに
対応するには、こちらにもエネルギーが必要で
ある。ひとりではとてもできることではない。
男女ふた りで、お互いに阿吽の呼吸で連携 し、
観察しあえるか らこそできることである。また、
思春期の微妙な時期にあるので、身体接触 に関
して十分慎重に考えなければならない。体当た
りの関わりを求めてくる生徒 に対しては男子に
は男性のカウンセラーが、女子には女性カウン
セラーが関わるように注意した。
こうした激しいかかわりの後カウンセラーの
疲労は極限に達する。そんな時、お互いが一 日
の出来事 をその日のうちに反省を含めゆっくり
話し合える時間を持てることは何よりの救いで
ある。これだけのことをひとりのカウンセラー
では絶対に不可能であろう。
学校内での生徒の暴力行為はおおきな問題と
なっている。暴力行為は決して許されるもので
はない。 しか し、彼らが理解的おとなとの関係
を求めなが ら、否定される関係だけを重ねた子
どもたちには暴力的な反応だけを学習して しま
い、また否定される悪循環をくりかえしている
ともいえる。下田はか らだを張って対応 してき
た2年 間の体験をとおして次のように述べてい
る。「彼 らとの関係作 りをあきらめた大人に対
する 『僕 を見て!』『私を見て!』というメッセー
ジがそこにはある。彼 らのそんなメッセージに
答えるためには、大人も彼 らが出すエネルギー
と同等の、いやそれ以上のエネルギーを彼 らに
対して使う必要があるのではないだろうか。そ
のためには、大人はごまかすことな く、逃げる
ことなく、彼 らと真正面からぶつかる覚悟 と愛
情が必要である」 と。
学校臨床心理士の 「コ ・ワーク」システムによる支援
5.結 語
平成7年 にはじまったスクールカウンセリン
グ事業であるが、いまや、学校 という場で柔軟
な動きのできる 「ほんもののスクールカウンセ
ラー」が要請される第二の段階にはいったので
はないかと思われる。現場をよく知 りなおかつ
学校現場における心理臨床行為 とは何かを語れ
る存在がいて、次の世代を担 う人材を育ててい
かねばならないのではないかと思 う。そのよう
な課題 をクリアーし、ますます複雑化する学校
の現場からの要請に応えるヒントがコ ・ワーク
システムにはあると確信する。筆者は院生や研
修員とともに活動する中で、若い彼 らのエネル
ギーと柔軟性の尊さに感銘を受け、学び得たこ
とはとても大 きなものであった。臨床心理士に
は、院生 と切磋琢磨 してお互いに成長しようと
する謙虚さと更なる経験知が求められるであろ
う。 コ ・ワークシステムのさらなる検討と課題
を明らかにするとともに学校における心理臨床
行為を明らかにしてい きたいと思っている。
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